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市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手

お
気
軽
に
ご
相
談
を

こ
の
ほ
ど
、
五
十
九
・
六
十
年
度
の
宇
治
市
体
育
指
導
委
員
四
十
五
人
が
決
定
。

体
育
指
導
委
員
は
、
市
が
各
地
域
で
開
く
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ

ば
で
の
指
導
を
は
じ
め
、
体
育
振
興
会
の
組
織
化
な
ど
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
こ
と
な
ら
、
気
軽
に
体
育
指
導
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

チ
と
し
て
、
日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
市
民
を

対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ひ
ろ

ば
を
開
設
。
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡

充
を
図
る
と
共
に
、
教
室
終
了
後

も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
で
き
る

ぷ
コ
サ
ー
ク
ル
の
結
成
ま
た
は
育

成
の
た
め
に
援
助
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
関
し
、
求
め
に
応
じ
て
指
導
、

▲軟式テニス教室で指導する体育指導委員（黄彙公園テニスコートで）

助
言
も
行
っ
て
い
未
丁
。

左
表
の
と
お
り
、
市
内
全
域
に

委
員
ｍ
ｎ
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
の
こ
と
な
ら
、
何
で
も
お
気

ス
ポ
ー
ツ
は

人
間
形
成

南
宇
治
・
広
野
中
学
区

井
上
陽
男
‰

昔
は
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
も
、

一
部
の
熱
心
な
人
た
ち
だ
け
の
も

の
で
、
一
般
に
は
無
縁
の
も
の
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
、
三
年
ほ

ど
前
か
ら
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

宇治市体育指導委員学区別名簿（敬称略）

市民運動など

6専門委員会が発足
宇治市国体準備委員会

六
十
三
年
京
都
国
体
宇
治
市
準

備
委
員
会
（
心
一
長
・
池
本
正
夫
宇

治
市
長
）
は
三
月
三
十
一
日
、
四

年
後
に
迫
っ
た
国
体
開
催
に
備
え

て
、
部
門
別
六
つ
の
専
門
委
員
会

を
咎
吉
せ
ま
し
た
。

専
門
委
員
会
は
、
総
務
・
企
画
、

競
技
・
式
典
、
市
民
運
動
、
施
設
、

輸
送
・
交
通
・
警
備
、
宿
泊
・
衛

生
の
六
つ
で
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
的
立
場
か
ら
具
体
的
な
方
針

ｍ
画
・
立
案
ず
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
。
市
民
の
各
団

体
、
関
係
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た

総
数
百
三
十
四
人
の
専
門
委
員
に

は
、
既
に
三
月
一
日
付
け
で
委
員

の
委
嘱
状
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

六
つ
の
専
門
委
員
会
は
、
こ
の

日
の
午
後
二
時
か
ら
薪
庁
舎
三
階

会
議
室
で
、
合
同
専
門
委
員
会
を

開
い
た
後
、
各
専
門
委
員
会
に
分

か
れ
又
礒
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
、
’
正
副
委
員
長
夕
選
出

し
ま
し
た
。
正
副
委
員
長
名
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
、
数
字

は
専
門
委
員
の
人
数
）
。
▼
総
務

・
企
画
（
1
8
人
）
…
委
員
長
よ

山
秋
文
（
市
体
育
指
導
委
員
会
）

副
委
員
長
―
広
谷
正
己
（
市
体
育

協
会
）
▼
競
技
・
式
典
（
2
1
人
Ｔ

委
員
長
ａ
瀬
田
勇
（
市
体
育
協
会
）

副
委
員
長
―
前
川
幸
雄
（
市
体
育

振
興
会
襲
昌
）
▼
市
民
運
動
（
3
2

人
）
…
委
員
長
―
伊
藤
義
明
吊

体
育
協
会
）
副
委
員
長
＝
岡
実
子

（
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会
）
・
内
山

映
二
（
宇
治
青
年
会
議
所
）
▼
施

設
（
1
7
人
）
…
委
員
長
＝
井
上
陽

男
（
市
体
育
指
導
委
員
会
）
副
委

員
長
ふ

▼
輸
送
・
交
通
・
警
備
（
1
9
人
）

・
：
委
員
長
＝
芝
完
次
（
京
阪
宇
治

交
通
）
副
委
員
長
―
北
村
勇
燕
市

消
防
団
）
▼
宿
泊
・
衛
生
（
町
人
）

・
：
委
員
長
＝
小
山
勝
利
（
奎
観

光
協
会
）
副
委
員
長
―
西
岡
定
雄

（
宇
治
公
衆
衛
生
協
会
）
。

（
国
体
準
備
室
）

317

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を

～
体
育
指
導
委
員
さ
ん
に
聞
く
～

次
第
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
増
加
。

ス
ポ
よ
居
動
を
指
導
す
る
私
た

ち
と
し
て
は
、
役
割
が
増
え
た
こ

と
に
大
藤
箔
昇
拳
感
じ
て
い
ま

す
。

の
数
年
間
は
、
暗
中
模
索
で
し
た
。

本
当
に
仕
事
に
慣
れ
、
こ
な
せ
る

ぶ
り
に
な
っ
た
な
と
実
感
で
き
た

の
は
、
十
年
位
経
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
。
ま
た
こ
の
二
十
年
の
間

に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
多

く
の
知
己
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

私
の
人
生
に
と
り
貴
重
な
収
穫
で

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
ひ
培
わ
れ
る
礼

儀
と
規
律
、
そ
し
て
気
力
の
向
上

は
、
襲
笙
活
上
、
大
変
有
意
義

若
い
こ
ろ
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
を

東
宇
治
中
学
区

西
村
綾
子
‰

私
は
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
中

学
の
こ
ろ
痛
ち
軟
式
テ
ニ
ス
を
た

な
こ
と
で
す
。
私
は
特
に
子
戸
石

た
ち
に
対
し
、
何
で
も
で
き
る
子

に
育
つ
ぷ
コ
、
お
世
話
し
た
い
と

考
凡
て
い
乖
ｙ
。
そ
れ
は
、
い
ず

れ
労
も
た
ち
が
社
会
に
役
立
つ

人
間
形
成
に
通
じ
る
と
思
立
石

で
す
。

し
な
ん
で
い
た
だ
け
で
、
今
ま
で

指
導
者
な
ん
て
考
兄
も
し
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
二
年
前
に
教
育
委

員
会
か
ら
体
育
指
導
委
員
か
萎
嘱

さ
れ
た
時
、
自
信
は
無
か
っ
た
も

の
の
、
た
が
軽
い
気
持
ち
で
お
引

き
受
け
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
か
、

実
際
に
傾
人
を
指
導
し
て
み
て
自

分
の
未
熟
さ
を
痛
感
。
そ
れ
か
ら

は
無
我
夢
中
で
、
技
術
の
研
さ
ん

に
努
め
て
い
康
ｙ
。
今
は
、
人
の

役
に
立
つ
と
い
ラ
満
足
感
で
、
日

々
充
実
し
た
生
活
か
選
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
も
家
族
の
理
解
と

周
囲
の
親
切
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ

得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
感
じ
た
こ

と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
に
は

き
っ
か
け
が
必
要
な
こ
と
ぶ
応
。

例
え
ば
、
一
度
初
心
者
向
け
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し
た
人
た
ち

は
、
そ
の
後
も
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
ず
。

そ
の
意
味
で
も
、
比
較
的
参
加
者

の
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
乖
ｙ
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
た
し
な
む

人
に
は
医
者
に
通
シ
人
が
少
な
い

こ
と
が
特
徴
で
、
や
は
り
若
い
こ

ろ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

学区 氏名 住所 電話

木幡

中学

区

細江久典永谷三之丞

西山正
西村三七雄
西村昭彦

岸本久夫

木幡金草原46六地蔵札ノ辻1

木幡北畠2－34
六地蔵柿ノ木町20

木幡熊小路19－34西笠取黒出原5

32－353631－8035

33－0518
32－2233

33－0621Ｋｆ－4906

東

宇

治中

学区

藤沢寛ｉｈ

井本茂美西村綾子

福山秋文
中谷純恵

松本智子内川中彦

竹内明子

五ヶ庄寺界道40－3五ヶ庄芝ノ東14－1

五ヶ庄戸ノ内50－43
気道車田15－38
志津川南組36
気道田中49－11
気道只川37
五ヶ庄平野ｌｌの1

32－6868
32－5846
32－0805
22－9458
21－3031
24－0919
21－2551
31－8610

宇治

中学

区

坂田耕作

脇本泰男市川紀和

辻川直行

真名子祥子西村忍

宇治山本69－11

宇治妙楽60

宇治野神ｌ－173

神明宮北40－4．

宇治野神1－114

宇治妙楽86コーポラス三光園

22－1650
23－2300
24－2049

22－7940
23－1290

西宇

治中

学区

岩口求

中村嘉明仲田康英

坂根由洋

神明石塚39－49

神明石塚71－48

ｌμ弗卜田ｔｒ名木ｌｉ日ｌ－282捧ｌ4句心ローレルコートＡ－204：；；；

Ｄ－402

23－6569
22－0726
44－5543
43－7843

広南，ほ

柚中中

学区

中島一夫井上陽男

西村宏
山木俊一
吉田至
中村晋一
廣庭尚平

中村武師石神好一

神明宮東91－6

広野町西裏6

広野町寺山28－12

広野町尖山2－10
伊勢田町蔭田1－32

大久呆町旦椋3－4

大久呆町平盛6－177

大久呆町旦椋3832棟103

大久呆町旦椋76－18棟506

22－070741－7583

43－3770
43－7972
43－3684
43－1649
43－3860
43－7422
44－2775

西小

介中

学区

田中収
横川正隆
村上多加子
中村哲子

小倉町南小倉町西

伊勢田町
伊勢田町

甫81－10
甫88娃田63－82

有遊田32－5

22－2923
22－2Ｚ1Ｚ
23－0061
22－9295

槙北

島宇乱

中中学

区

吉田新治
水野信孝
佐々木嘉和
角進一
辻繁喜
山本一男
小林幸子
清水柱子

小倉町西山70小倉町場池39－113

小倉町堀池27－10
小倉町春日森55－27
横島町郡ｌ
横島町南落合32－9

横島町十六38－36宇治陰山68－88

21－4639
22－3028
22－7014
20－0220
22－0225
23－6356
23－1714
23－3675

体育指導委員

決まる
　
市
で
は
、
昭
和
三
土
〈
年
に
公

布
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
基

づ
き
、
翌
三
十
七
年
四
月
一
日
、

市
体
育
指
導
委
員
に
関
す
る
規
則

m
ｗ
こ
れ
に
よ
1
2
ふ
市
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
市

民
に
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
、
そ

の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
、

助
言
奎
汀
之
娑
昂
導
委
員
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
は
教
育
委
員
会
が
任
命
し
、

任
期
は
二
年
、
‘
四
十
五
人
の
委
員

で
市
体
育
指
導
委
員
会
を
組
織
し

て
い
未
了
。

　
委
員
は
、
社
会
的
信
望
に
厚
く
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

ま
た
職
務
を
行
う
の
に
必
要
な
熱

意
と
能
力
夕
痔
つ
人
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
人
で
す
。
そ
し
て
、
市
民

Ｄ
本
苛
・
ス
泄
1
ツ
辰
凪
Ｄ
旦
ハ
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興
聖
寺
は
、
淀
藩
主
永
井
尚

政
が
父
を
弔
い
、
ま
た
永
井
家

の
ｔ
挺
寺
と
す
る
た
め
に
建
立

し
た
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

尚
政
は
興
聖
寺
の
よ
ひ
豊
か
な

活
動
を
保
障
す
る
た
め
、
経
済

的
に
も
手
厚
い
保
護
夕
ほ
ど
こ

し
た
。
す
な
わ
ち
淀
藩
領
で
あ

等
の
上
米
が
一
貫
六
一
二
匁
余

り
、
そ
の
他
が
四
四
〇
匁
で
、

合
計
銀
八
貫
八
七
七
匁
余
り
で

あ
っ
た
。
年
に
よ
り
若
干
の
変

動
は
あ
る
も
の
の
、
十
七
世
紀

の
寺
の
総
収
入
は
こ
の
程
度
と

み
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
収
入

に
対
し
て
使
用
目
的
が
決
め
ら

れ
て
い
る
。
棋
島
村
の
年
貢
収

的
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

道
心
禅
の
復
興
を
求
め
た
寺
の

活
動
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
中
心
が
坐
禅
で
あ
る
フ
。

実
は
中
世
末
か
ら
近
世
前
期
に

か
け
て
、
禅
寺
で
の
坐
禅
の
風

潮
は
衰
微
し
て
い
た
。
最
も
早

く
こ
れ
を
復
活
さ
せ
よ
シ
と
し

た
の
が
、
興
聖
寺
の
中
興
開
基

と
な
っ
た
万
安
で
あ
る
。
そ
の

き
こ
と
で
あ
う
つ
。

万
安
は
興
聖
寺
で
結
制
を
行

う
と
と
も
に
僧
に
対
す
る
修
行

や
牛
活
の
戒
め
と
し
て
、
「
興

聖
寺
永
代
家
斟
と
翠
ず
る
十

五
ヵ
条
の
規
則
か
定
め
る
が
、

こ
れ
も
道
几
禅
へ
の
回
帰
の
一

つ
と
し
て
解
釈
し
て
よ
い
で
あ

る
つ
。

道
元
禅
復
興
の
た
め
の
こ
の

興
聖
寺
の
盛
衰

つ
た
桐
島
村
の
ラ
ち
、
二
口
‥
）
入
は
僧
一
年
間
の
牛
活
の
賄
い

石
を
寄
進
し
、
さ
ら
に
祠
堂
銀
料
で
あ
り
、
祠
堂
銀
の
利
子
は

二
〇
貫
目
の
寄
付
夕
仔
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
寺
の
経

済
を
支
え
た
中
心
的
な
財
源
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
の
収
入
か
み
る

と
、
棋
島
村
二
〇
〇
石
の
年
貢

収
入
が
銀
四
貫
七
四
六
匁
余
り
、

祠
堂
銀
の
利
子
か
二
貫
七
｛
‥
｝
匁
。

し
」
つ
瀞
と
め
門
前
の
地
子
お
よ
び
築
留
茶
園

坐
禅
修
行
か
求
め
て
、
寺
に
訪

れ
る
僧
の
費
用
に
充
Ｗ

．’
Ｕ
た

門
前
の
地
子
と
築
留
茶
園
の
上

米
は
、
通
常
は
金
融
に
利
用
し

て
利
子
を
取
る
こ
と
と
し
、
災

害
な
ど
に
よ
っ
て
、
棋
島
村
の

年
貢
米
の
減
少
の
年
に
、
そ
の

不
足
分
に
充
て
た
。

も
多
？
ど
の
よ
シ
な
経
済

修
行
が
結
制
安
居
で
あ
る
が
、

結
制
安
居
と
は
、
諸
国
か
ら
訪

れ
た
僧
が
、
普
通
九
十
日
間
、

厳
し
い
規
則
の
怖
芝
居
し
、

僧
堂
に
入
り
、
結
伽
鉄
坐
し
て

一
行
坐
禅
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。

近
世
中
期
以
降
に
、
坐
禅
復
興

の
動
き
が
み
ら
元
る
が
、
初
期

に
す
で
に
興
聖
寺
で
結
制
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
禅

一
否
｛
上
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ

よ
う
な
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

十
八
世
紀
以
降
、
興
聖
寺
の
財

政
が
難
奮
是
す
よ
う
に
ｔ

る
。
永
井
家
が
延
宝
八
年
（
一

六
八
〇
）
に
起
こ
し
た
事
件
で
、

家
禄
が
一
万
石
に
減
ら
さ
れ
た

う
え
、
大
和
新
庄
に
移
封
さ
せ

ら
れ
、
こ
の
た
め
寺
の
重
要
財

源
で
あ
っ
た
棋
島
村
二
〇
〇
石

は
没
収
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
永

井
家
か
ら
現
米
一
（
）
Ｏ
石
が
支

給
さ
れ
る
も
の
の
、
元
禄
元
年

（
一
六
八
八
）
に
は
五
〇
石
に
、

同
十
年
に
は
二
五
石
に
減
ら
さ

れ
た
。
さ
ら
に
寺
の
建
造
物
が

修
復
期
か
迎
え
、
・
諸
堂
の
修
理

の
た
め
の
経
費
も
必
要
と
な
っ

て
き
た
。

こ
の
た
め
で
あ
う
7
か
、
寛

文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
夏
か

ら
続
け
ら
れ
て
き
た
常
結
制
会

よ
く
手
を
洗
う
こ
と
で
す

昨年は、この時期に伝染病患者（赤痢）の集団発生

があり、大きな社会問題となりました。その後、今日

まで患者の発生はありませんが油断はできません。こ

れから夏場に向けて、食中毒や伝染病の発生しやすい

季節です。市民の皆さん一人ひとりが健康管理に十分

注意しましょう。

昭
和
五
十
八
年
五
月
初
め
か
ら

六
月
に
か
け
『
市
唇
足
以
来
、

一
か
つ
て
な
い
集
団
赤
痢
が
発
生
し

ま
し
た
。
患
者
総
数
が
百
三
土
ハ

ト
伝
染
病
予
防
の
た
め
十
分
手
洗
い
を
（
宇
治
保
育
所
で
）

人
に
の
ぼ
り
、
大
き
任
放
問
題

と
な
っ
た
こ
と
は
市
民
の
皆
ｗ
＞
ｅ

の
記
憶
に
ま
だ
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。患
者
は
、
保
育
所
園
坐
八
十
九

人
、
小
学
生
三
十
三
人
、
中
学
生

一
人
、
家
族
な
ど
三
十
三
人
で
、

市
内
の
八
保
育
所
、
五
小
学
校
、

一
中
学
校
で
患
者
が
発
生
し
ま
し

た
。
患
者
の
強
制
隔
離
病
院
は
、

山
城
町
か
ら
八
木
町
ま
で
に
わ
た

る
九
病
院
に
も
及
び
、
い
ろ
い
ろ

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
治
保
健
所
で
は
、
患

者
や
そ
の
関
係
者
の
検
便
を
、
五

月
一
日
か
息
〈
月
十
四
日
に
か
け

て
七
千
七
百
七
十
八
分
金
鎚
一
、

五
月
土
〈
日
に
は
千
四
百
七
人
の

市
民
の
検
便
牽
ず
る
と
い
う
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

保
育
所
の
休
園
は
九
ヵ
所
、
小

・
中
学
校
の
給
食
中
止
や
短
縮
授

も
元
禄
六
年
の
冬
に
中
断
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
京
都

の
町
人
ら
が
施
入
金
を
寄
付
し

た
た
め
、
元
禄
八
年
に
は
再
興

洽
れ
る
が
、
し
ば
ら
ぐ
し
て
ま

た
常
結
制
会
は
中
断
し
た
の
で

あ
る
。

近
世
初
期
隆
盛
で
あ
っ
た
興

聖
寺
も
、
永
井
家
の
助
力
が
期

待
で
き
な
く
な
っ
た
十
八
世
紀

業
は
十
三
校
に
も
友
び
、
十
育
成

学
級
が
学
校
給
食
中
止
の
た
め
、

一
旦
下
校
さ
せ
て
昼
食
を
と
ら
せ

た
後
、
登
校
さ
せ
る
臨
時
措
置
を

以
降
、
活
動
規
模
は
縮
少
す
る
。

し
妬
し
、
興
聖
寺
の
再
興
は
、

道
元
禅
復
興
の
先
駆
け
と
な
っ

て
禅
宗
史
上
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
、
現
在
で
も
道
九
の
思
想

か
受
け
継
ぎ
、
そ
の
法
脈
を
守

り
つ
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
歴

史
的
意
義
が
あ
う
っ
’
。

（
歴
史
資
料
室
）

▲古絵図に描かれた興聖寺境内（部分）

と
る
な
ぺ
そ
の
影
響
は
大
き
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

教
訓
残
し
た

昨
年
の
赤
痢
禍

市
内
で
は
、
赤
痢
に
対
す
る
予

備
知
識
の
不
足
か
ら
、
極
度
の
恐

怖
感
や
流
言
が
飛
び
か
い
、
市
民

年
活
に
不
安
と
混
乱
な
ぞ
た
ら
し

市
で
は
、
地
域
住
民
の
自
治
意

識
の
向
上
と
住
民
参
加
の
市
政
推

進
を
図
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、

集
会
所
の
整
備
を
ず
す
め
て
い
ま

す
。
去
る
四
月
十
五
日
、
市
独
自

で
建
設
し
た
羽
拍
子
集
会
所
・
（
羽

拍
子
町
2
7
）
が
開
所
。
二
十
二
日

に
は
宇
治
野
神
集
会
所
（
昆
昌

三
丁
目
）
が
開
所
し
、
恚
吊
集

会
所
墜
〈
十
五
ヵ
所
と
な
り
ま
し

た
。
揚
会
所
は
、
地
域
の
皆
嘔
ん

の
息
証
織
や
婦
人
会
、
喜
考
明

子
と
欠
覆
芸
段
邨
る
地
域
活

動
の
場
と
な
っ
て
い
未
了
。

今
年
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
十
分
な
注
意
を

こ
と
し
む
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
京
都
府
と
宇
治
市
で

は
、
四
月
下
旬
か
ら
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
監
視
体
制
を
ど
っ
て

い
ホ
ヂ
。

昨
年
、
宇
治
市
で
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
注
意
報
が
三
回
発

令
鳶
笛
し
だ
。
毎
年
夏
期
は

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く
な

り
や
す
く
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

注
意
報
や
警
報
が
発
令
鳶
笛

す
と
、
学
校
や
保
育
所
な
ど
の

公
共
施
設
に
垂
れ
幕
を
掲
げ
て

お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
も
報
道
さ
れ
毒
了
。

日
中
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た

り
、
の
ど
か
痛
む
時
に
は
、
で

‘
き
る
だ
け
戸
外
に
出
な
い
ぶ
つ

に
し
ま
し
よ
ｙ
コ
。（

環
境
保
全
課
）

重
度
身
障
者
に

郵
便
は
が
き
配
布

郵
政
省
で
は
、
重
度
の
身
体

障
害
者
に
、
一
人
に
つ
き
二
十

枚
の
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を
無

料
で
配
布
し
康
司

こ
れ
は
、
湧
信
記
念
日
に
あ

わ
せ
て
茜
竹
し
、
4
体
障
害
者

に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

配
布
対
象
は
、
身
障
手
帳
一

級
・
二
級
の
重
度
の
身
体
障
害

者
で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三

十
一
日
現
在
で
満
六
歳
以
上
の

人
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
人
は
、
六
月
一

日
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
の
う
λ
、

近
ぐ
の
郵
便
局
に
、
身
体
障
害

者
キ
帳
を
握
ｙ
し
、
所
定
の
申

込
用
紙
で
申
請
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
郵
便
局
や
福
祉

t
l
i
S
E
l
S
：
に
あ
り
ま
す
。

青い鳥郵便はがきの意匠
一 一 ・ 一 一 － － 一 一 － 一 一 一 一 一 － 一 一 一 一 一 一 －

　
な
お
、
代
理

人
や
郵
便
に
よ

る
申
請
も
で
き

ま
ず
。
詳
Ｌ
こ

は
宇
治
郵
便
局

（
萱
⑩
4
1
1

2
）
へ
。

　
（
福
祉
課
）

318

次
し
た
。
し
か
し
、
赤
痢
の
ま
ん

延
か
防
ぐ
た
め
、
市
で
は
赤
痢
予

防
へ
の
正
し
い
知
識
の
啓
発
と
、

関
係
施
設
や
家
庭
の
消
毒
な
ど
の

防
疫
活
動
怠
衡
す
る
一
方
、
関

係
機
関
や
多
く
の
病
院
の
協
力
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て

予
防
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

よ
シ
や
ぐ
鎮
静
化
の
方
向
を
た
ど

左
〈
月
二
十
四
日
に
は
終
昼
旦
言

か
ず
る
こ
と
挺
笙
荼
し
た
。

昨
年
の
赤
痢
禍
は
、
日
ご
ろ
ａ

染
病
に
無
関
心
に
な
ぴ
が
ち
な
私

た
ち
に
、
多
く
の
教
訓
を
与
兄
ま

し
た
。
・

心
が
け
ま
し
ょ
う

日
ご
ろ
の
健
康
管
理

伝
染
病
の
予
防
は
、
日
ご
ろ
の

心
構
え
が
重
要
で
す
。
お
互
い
に

次
の
こ
と
に
心
が
け
夏
の
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
及
び
食
器
具
の
清
潔
な
取

り
扱
い
と
台
所
（
調
理
場
）
の

衛
生
保
持
に
努
め
る
。

健
康
維
持
に
留
意
す
る
。
下
痢
、

発
熱
、
腹
痛
が
続
く
場
合
は
医

師
に
受
診
し
、
素
人
療
法
は
行

わ
な
い
。

・
雲
愕
染
の
防
止
を
。
汚
れ
た

手
が
病
原
菌
を
運
ぶ
役
割
を
果

た
す
の
で
、
特
に
食
品
の
調
理

や
加
工
を
す
る
と
き
、
用
便
の

後
に
は
流
水
で
き
れ
い
に
手
を

洗
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
環
境
の
衛
生
確
保
を
。
寝

具
類
は
時
々
日
光
消
毒
を
し
、

衣
類
は
洗
濯
の
行
き
届
い
た
も

の
差
冨
ｙ
る
。
ご
み
は
衛
生

的
に
処
理
す
る
。
ネ
ズ
ミ
、
ゴ

キ
ブ
リ
が
目
に
つ
く
場
合
は
駆

除
す
る
。

な
お
、
市
で
は
宇
治
保
健
所
と

共
に
、
学
校
養
護
教
諭
譲
、
保

育
所
長
会
議
な
ど
乏
通
じ
て
関
係

者
に
注
意
を
呼
び
か
け
、
市
職
員

対
象
に
啓
発
文
書
を
配
布
し
て
い

求
す
。
ま
た
、
府
南
部
都
市
広
域

圏
五
市
五
町
で
構
成
す
る
伝
染
病

問
題
等
連
絡
会
で
も
、
各
市
町
関

係
者
で
伝
染
病
予
防
対
策
な
ど
ｆ
ｔ
）

協
議
し
、
広
域
的
に
啓
発
に
取
り

組
む
こ
と
を
甲
し
一
一
［
5
せ
ま
し
た
。

（
保
健
予
防
課
）

伝
染
病
の
予
防

ご用心赤痢の

季節

詔

市
政
短
信

食
前
用
便
後

光化学スモッ

グ
監視体制始まる
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あなたの健康をチェック
市
で
は
、
成
人
病
の
予
防
夕
屈

め
る
た
め
、
五
月
一
日
か
ら
一
般

健
康
腿
琴
仔
い
ま
す
。

四
十
代
は
花
の
中
年
と
も
い
わ

れ
る
ぷ
フ
に
、
。
ア
ブ
ー
フ
″
の
乗

り
切
っ
た
9
遥
り
の
年
代
で
す
。

し
か
し
、
個
人
差
こ
そ
あ
れ
年
齢

に
伴
’
フ
肉
体
の
老
化
は
避
け
る
こ

同
和
地
区
が

つ
く
ら
れ
た
歴
史

同
和
地
区
と
は
、
江
戸
時
代

に
政
治
的
に
つ
く
ら
元
た
も
の

で
す
。
徳
川
幕
府
は
「
土
・
晨
・

エ
・
商
」
の
身
分
を
つ
く
り
、

「
農
・
エ
・
商
」
の
人
た
ち
の

不
平
不
満
を
押
さ
λ
る
た
め
に
、

さ
ら
に
そ
の
下
に
低
い
身
分
の

人
た
ち
を
つ
く
り
ま
し
た
。
自

分
よ
り
劣
つ
て
い
る
相
手
を
つ

く
る
こ
と
で
、
人
び
と
の
支
配

を
安
定
し
た
も
の
に
し
ぶ
フ
と

し
た
の
で
す
。

4
0
歳
以
上
の
市
民
が
対
象

と
が
で
’
ｉ
ｍ
Ｏ
ｆ
ｉ
ん
。
こ
の
こ
ろ
か

専
器
圧
や
心
臓
病
な
ど
の
成
人

病
が
忍
び
寄
り
、
肉
体
的
に
も
曲

り
角
の
年
代
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

成
人
病
は
日
ご
ろ
の
忠
昌
侵

が
大
真
読
因
に
な
り
康
ｙ
。
毎

日
の
生
活
夕
点
検
し
、
予
防
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
気
付
か

な
い
う
ち
に
発
生
し
て
い
る
同
気

忿
早
く
発
見
し
、
病
気
が
重
く
な

ら
な
い
う
ち
に
早
期
治
療
す
る
た

め
の
第
一
歩
が
健
康
診
査
で
す
。

健
康
な
忠
刄
塞
る
た
め
、
ぜ

ひ
一
般
健
康
診
査
か
受
け
ま
し
ょ

◇

▽
対
象
…
市
内
に
居
住
す
る
4
0
歳

③

当
時
の
同
和
地
区
の
人
た
ち

は
、
住
居
ｍ
湿
地
帯
な
ど
立

地
条
件
の
悪
い
所
に
制
約
芦
れ

▲検診は早期治療の第一歩

以
上
の
市
民
（
昭
和
5
9
年
6
月

3
0
日
ま
で
に
4
0
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
。
現
在
、
高
血
圧
、
心

臓
病
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
胆

の
う
疾
恵
、
貧
血
で
治
療
中
の

人
は
受
診
で
亭
姿
ん
。

▽
実
施
期
間
・
・
・
5
月
1
日
～
6
月

3
0
日
ま
で
。

▽
診
査
場
所
…
宇
治
市
・
久
御
山

町
・
城
陽
市
の
「
一
般
健
康

診
査
協
力
医
療
機
関
」
の
ス
テ

ッ
カ
ー
の
張
っ
て
あ
る
病
院
、

診
原
所
、
医
院
。

▽
受
診
方
法
・
・
・
医
原
機
関
の
窓
口

に
置
い
て
あ
る
「
一
般
健
康
診

亮
ご
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
受
診
し
了
ｙ
だ
さ
い
。
受
診

明
治
四
年
、
国
家
が
近
代
化

を
進
め
る
中
で
「
解
放
令
」
が

公
布
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
身
分

制
度
は
無
ぐ
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
解
放
令
は
、
近
代

国
家
の
体
面
か
保
つ
た
め
で
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
忠
洒
を

実
質
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の

時
間
は
受
診
す
る
医
療
機
関
へ

お
問
勁
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

▽
診
査
内
容
・
：
①
一
般
診
査
ｌ
問

診
、
尿
検
査
、
身
体
測
定
、
血

圧
測
定
、
聴
打
診
②
精
密
診
査

上
盤
苦
の
結
果
、
必
要
と

認
め
ら
れ
る
人
に
心
な
図
、
血

糖
、
血
液
検
査
、
眼
底
検
査
。

▽
持
参
す
る
物
・
：
印
鑑
。
な
お
、

Ｒ
康
手
帳
を
お
哨
ち
の
人
回

持
参
く
だ
さ
い
。
健
康
手
帳
の

無
い
人
は
保
健
予
防
課
で
お
渡

し
し
ま
す
。

▽
診
査
料
・
・
・
無
料
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
5
月
7
日
か
ら

五
月
七
日
囲
か
ら
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
か
ら
子
片
ｗ
＊
寺
る
た
め
に
、
必
ず
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
薮
ま
せ
ま
し
よ
ｙ
フ
。
日
時
や
会
場
な
ど
は
、
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
か
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
四
月
一
日
号
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
哭
這
と
も
ボ
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

て
き
た
仕
事
も
企
業
に
奪
わ
れ
、

就
職
差
別
に
よ
ひ
新
し
い
仕
事

に
も
就
く
こ
と
が
で
き
ず
同
和

地
区
の
人
た
ち
は
、
牛
百
る
た

め
に
は
不
安
定
な
仕
事
や
悪
い

労
働
条
件
の
仕
事
か
チ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
フ
し
た
中
で
も
自
覚
を
高

次
代
に
残
す
な
差
別
の
根

る
な
ど
、
非
常
に
苦
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
中
期
以
降
、
同
和
地
区
で
は
、

こ
の
よ
之
鋏
態
か
灸
装
王

が
ろ
シ
と
す
る
動
き
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
的
な

も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
1
だ
。

政
策
は
ほ
と
ん
μ
舌
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
逆
に
、
同
和
地
区
の

土
地
へ
の
課
税
や
兵
役
な
戸
薪

た
な
義
務
を
課
し
、
同
和
地
区

の
人
た
ち
に
ま
す
濠
す
負
担
を

強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
地
が
少
な
ぐ
、
専
業
と
さ
れ

め
た
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、

牛
居
改
善
運
動
ｍ
ｉ
ｉ
し
、
さ

ら
に
大
正
時
代
に
米
騒
動
を
契

機
と
し
て
労
働
運
動
や
小
作
争

議
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、

大
正
十
一
年
に
「
全
国
水
平
社
」

が
結
塵
瓦
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

ス
ポ
ー
ツ
ひ
り
ば
は
、
一
人
で

も
グ
ル
ー
プ
で
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
2
日
出
、
午
後

7
時
半
Ｆ
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
北

横
島
小
学
校
体
育
館
▼
内
容
・
：
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
▼
参
加
料
…
無
料
。

希
望
者
は
、
上
愁
痔
つ
て
会

場
へ
。
吊
民
体
育
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
3
日
㈲
、
午
前

8
時
半
に
宇
治
市
公
民
館
前
に
渠

合
▼
コ
ー
ス
・
・
字
治
駅
↓
私
雌
駅

↓
月
の
輪
滝
↓
く
ろ
ん
珊
涌
了
私

市
駅
（
解
散
）
、
約
1
0
Ｊ
▼
準
備

品
・
・
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
木
村
長
次
（
登
⑩

3
6
3
3
）
さ
ん
へ
。

雨
天
の
提
は
、
5
月
2
0
日
間

に
順
延
。
交
通
費
は
自
己
負
担
。

吊
民
体
育
課
）

第
－
回
宇
治
市

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

宇
治
の
町
を
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

に
光
あ
れ
」
と
の
こ
と
ば
に
象

徴
さ
れ
る
全
国
水
平
社
の
運
動

は
、
同
和
地
区
の
完
全
解
放
と

差
別
徹
廃
を
め
ざ
し
、
回
期
的

な
運
動
と
し
て
全
国
に
広
が
り

ま
し
ち

次
回
は
、
同
和
地
区
の
戦
後

で
す
。
（
同
和
対
策
室
）

ズ
を
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
…
5
月
2
0
日
面
、
午
前

’
9
時
半
に
塔
の
島
朝
霧
橋
た
も
と

集
合
▼
参
加
料
・
：
Ｉ
チ
ー
ム
五
百

円
（
保
険
料
な
ど
）
▼
持
ち
物
…

筆
記
具
、
弁
当
、
水
筒
▼
申
し
込

み
・
・
・
―
人
か
ら
Ｉ
人
の
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
、
は
が
き
に
チ
ー
ム
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

構
成
人
数
を
記
入
し
、
5
月
1
0
日

ま
で
に
宇
治
琵
琶
4
5
市
教
委
市

民
体
育
課
ま
で
。
詳
1
ぐ
は
市
民
。

体
育
課
ま
で
お
問
い
〈
Ｂ
せ
ぐ
だ

さ
い
。
（
市
民
体
育
課
）

女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
2
日
出
～
6
月

3
日
面
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
、

土
曜
日
は
午
後
2
時
～
4
時
、
日

曜
日
は
午
前
9
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
・
：
木
幡
小
学
校
▼
対
象
…
中
学

生
以
上
の
女
子
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
▼

参
加
料
…
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：

参
加
料
奮
序
汽
て
市
民
体
育
課
ま

で
。
（
市
民
体
育
課
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
3
日
間
、
受
け

付
け
は
午
前
8
時
半
～
1
0
時
半
、

小
雨
決
行
▼
と
こ
ろ
・
：
塔
の
島
▼

コ
ー
ス
…
下
表
、
各
コ
ー
ス
と
も

ゴ
ー
ル
は
太
陽
が
丘
▼
参
加
料
・
：

グ
ル
ー
プ
（
一
人
に
つ
き
）
百
円
、

赤十字社資募集

市民のみなさん

のご協力を

五
月
は
、
赤
十
字
社
員
増
強
・

社
資
募
集
運
動
月
間
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
と
し

個
人
・
・
・
三
百
円
。

参
加
ご
希
望
の
人
は
、
直
接
会

場
へ
。
吊
民
体
育
課
）

オリ

エン

テ

1リ

ン

グ大

会コ

Ｉ

ス

個

人
俐人クラス

Ａ 7－8゛．
中学生以上のＭ人

Ｂ 5－7゛．中学生以上の個人（初心者向き）

グル

1プ－

2Ｓ

5人

一岨－

一般クラス
Ａ 6－8゛．

男、女または混ｉｔで構成する

パーティ

Ｂ Ｓ～7｀．
男、女または混合で構成する

パーティ（初心者向き）

家族

ク，ラス 4－6゛．
子どもを含む家族で構成する

パーティ

少年少女クラス4～6゛．

Ｉ4歳までの男児もしくは女児

のみの’－・ーティ、あるいはそ

の混合のパーティ

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
…
5
月
1
3
日
間
ぶ
月

3
日
間
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
、

午
後
Ｉ
Ｍ
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
：
黄

梨
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・

定
員
…
高
校
生
以
上
6
0
人
▼
参
加

料
…
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
参
加

伊
勢
田
町
中
山

増
井
千
里
ち
ゃ
ん

ちさとちゃんは、動くおもちゃ

が大好き。子犬や子猫のぬいぐる

みと今日も゛はいはい。で競争です。

この欄に掲載するお子さん（58
年5月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

―

も
赤
十
字
事
業
を
掻
進
す
る
た
め

「
Ｍ
ｌ

．社
員
加
み
を
目
標
に
社
資

募
集
運
動
を
実
施
し
未
了
。
赤
十

字
事
業
に
は
、
国
際
救
護
活
動
や

献
血
事
業
。
災
害
救
護
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
必
要
な
事
業
資
金
は

全
て
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
社
資

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
乖
ｙ
。

李
も
な
ぐ
、
町
内
会
・
自
治
会

の
ご
協
力
を
得
て
社
資
募
集
運
動

奎
竹
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
Ｌ
Ｘ
チ
。

（
日
赤
・
宇
治
市
地
区
）

料
を
昂
凡
て
市
民
体
育
課
ま
刄

吊
民
体
育
課
）

や
ま
ぶ
き
学
級

キ
ャ
ン
プ

▼
と
き
・
：
6
月
2
日
出
Ｉ
3
日

聞
の
一
泊
二
日
▼
と
こ
ろ
…
京
都

府
和
東
青
少
年
山
の
家
▼
参
加
費

・
・
・
人
四
千
円
▼
対
象
…
市
内
在

住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
心
身

障
害
者
で
義
務
教
育
を
終
了
し
、

養
護
学
校
に
通
学
中
で
な
い
人
▼

申
し
込
み
…
5
月
2
1
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
ま
で
。
（
社
会
教
育
課
）

物
品
納
入
業
者
の

登
録
申
請

市
へ
の
1
回
給
を
希
望
ず
る

人
で
、
ま
だ
登
録
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
人
は
申
請
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
と
場
所
・
・
・
5
月
7
日

目
Ｔ
9
日
伽
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
ま
で
管
財
契
約
課
で
。
た
だ

し
、
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は

除
ぐ
。
申
請
資
格
な
芦
諒
し
い
こ

と
は
管
財
契
約
課
ま
で
。
（
管
財
契
約
課
）

儀
式
作
法
教
室

▼
と
亭
：
5
月
1
1
日
～
6
月
8

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1

時
半
1
3
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…
婚

姻
や
仏
事
な
ど
の
儀
式
作
法
▼
定

員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
⑩
2
3
1
5
）

へ
。
（
交
通
労
政
課
）

小
菊
盆
栽
講
習
会

小
菊
盆
栽
の
育
て
方
鷺
字
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
第
1
講
9
5
月
1
9
日

出
、
「
小
菊
盆
栽
の
基
礎
知
識
」

第
2
講
＝
5
月
2
6
日
出
、
「
小
菊

盆
栽
の
育
て
汐
、
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
講
師
・
・
・
京
都

小
菊
芸
術
協
会
員
の
野
口
貞
三

さ
ん
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
市
民
▼

定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
小
倉
公
民
館
へ
電
話

か
来
館
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
春
の
星

座
や
惑
星
に
つ
い
て
学
び
ま
せ

ん
か
。
天
気
が
良
け
れ
ば
天
体

望
遠
鏡
で
観
黛
に
￥
チ
。

▼
と
き
・
・
・
5
月
ｐ
一
日
出
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
春
の
星
座

と
月
・
火
星
・
土
星
▼
講
師
…

明
星
天
文
館
長
、
江
上
賢
三
さ

ん
▼
持
ち
物
・
：
筆
記
用
具
、
懐

中
電
灯
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の

宇治自然史クラブの例会日程表

親
子
（
子
μ
も
は
小
学
校
4
年

生
以
占
▼
定
貝
・
・
親
子
5
0
組

（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
小

倉
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

（
小
倉
公
民
館
）

第
3
3
回ジ

ュ
ニ
ア
教
室

五
月
に
な
る
と
、
宇
治
の
町

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
茶
摘
み
が

始
ま
り
ま
す
。
摘
み
と
ら
れ
た

茶
の
葉
が
、
ど
の
ぷ
フ
に
加
工

さ
れ
る
の
か
を
学
ぶ
た
め
、
製

茶
工
場
舎
見
学
し
示
す
。

▼
と
き
・
：
5
月
2
0
日
囲
、
午
前

1 0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
小
山

元
次
郎
商
店
製
茶
工
場
▼
テ
ー

了
・
宇
治
茶
の
で
き
る
ま
で
▼

対
象
・
：
市
内
在
住
の
親
子
（
子

μ
石
は
小
学
校
4
年
生
以
上
）

▼
定
員
…
親
子
3
0
組
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
：
小
倉
公
民
館
へ

電
話
か
来
館
叉

（
小
倉
公
民
館
）

宇
治
自
然
史
ク
ラ
ブ会

員
募
集

宇
治
自
然
史
ク
ラ
ブ
は
、
今

年
で
三
年
目
を
迎
凡
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
会
員
夕
穿
集
し
て
い

康
す
。

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で
小
学
校

5
・
6
年
生
、
中
学
生
、
高
校

生
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
会
費
・
・
・
五
百
円
（
半
年
）
、
な

お
、
野
外
学
習
の
交
通
費
は
自

己
負
担
▼
例
会
・
：
左
表
▼
指
導

者
・
・
・
吉
川
健
次
さ
ん
▼
合
一
場
・
・
・

宇
治
市
公
民
館
▼
申
し
込
み
・
・
・

宇
治
市
公
民
館
へ
Ｓ
話
か
来
館

で
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

日程 内容・テーマ

1 5月19日出午後2時～＜時オリエンテーション゛鉱物の種類について

2
6月3日（ａ）

乍＊！時～午後4時
野外学習（伏見深草方面）化石採集・調査

3
6月23日（±）
午後2時－4時

化石の整理
鉱物（結晶の形）についての話

4 7月14日出
午後ｚ時～ｉ時

鉱物についてのお話（大文字山の鉱物を中心に）

5
7月15日（ａ）

午醗叫－午後4時
野外学習（京都白川方面）大文字山鉱物採集・調査

6
8月2日田
午ｔｔ2Ｈｉ～ｔ時

鉱物についてのお話

（亀岡方面・ペグマタイト鉱物など）

7
8月21日（火）

哺瞬～午後4時

野ｎ学習（亀岡方面）
鉱物採集・調企

8
9月8日（Ｈ

午ｉｔ2時～4≫Ｓ

野外学習で採集した鉱物の鑑定
学習のまとめ
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きょう5月1日から一般健康診査

同
和
問
題
と
人
権
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献血

●ｌＯ日（青少年文化研修道場10時～正午、宇治黄ｍｍ院13時牛～15時半）、15日（コピア㈱関西工場10時～正午、粟村金属工業㈱13時半～15時半），2Ｉ日（㈱三谷合金製作所く大曲町内会主催〉10時～正午と13時～15時半）。（保健予防課）不用犬・猫の引き取り

●8日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民分館10時50分発．旦椋公会堂11時10分発、宇治保健所11時30分春）。（環境保全課）

相談あんない

●移動市民相談（30日、羽拍子集会所13時半～16時）。●青少年相談（17日，市民会館13時～15時）。●京都府交通事故巡回相談（2，16日，京都

府宇治地方振興局豊⑩2970，9時～16時）

交通事故の法律問題、示談のしかたなど。

社会福祉協議会の法律（定貝ｉｏ人）■年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59キ度版‘「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消賢苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（ａ⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週■ｋ・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（Ｓ⑩5652）で。 ▲新茶第1号の茶摘み（ＳＩ年4月、宇治東山で）

五
月
二
日
は
八
十
八
夜
－
茶

ど
こ
ろ
宇
眉
の
街
は
、
こ
れ
か
ら

新
茶
の
香
り
に
包
次
れ
水
子
。
高

級
茶
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
ほ

ど
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る

宇
治
茶
。
こ
の
宇
治
茶
に
親
し
ん

で
い
た
だ
こ
シ
と
笙
ハ
回
宇
治
新

茶
ま
つ
ぴ
が
開
か
れ
未
丁
。

当
日
は
、
茶
摘
み
を
体
験
し
、

新
茶
の
製
造
工
程
の
見
学
、
白
川

の
里
の
散
策
を
バ
ス
ッ
ア
ー
で
楽

兄
で
い
た
だ
章
ま
す
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
2
ｎ
ｆ
ｆ
ｌ
と
1
3
日
面
、

営
業
所
で
発
売
中
。
お
問
忿
Ｂ

せ
は
、
観
光
協
会
（
≫
⑩
ｃ
ｒ
ｘ
ｏ
ｃ
ｏ

4
）
ま
で
。
（
商
工
観
光
課
）

5
月
1
2
・
1
3
日
、
白
川
の
里
で

宇
治
の
新
茶
ま
つ
り

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
（
受
け

付
け
は
午
前
9
時
か
ら
で
、
バ

ス
は
京
阪
早
治
駅
前
か
ら
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
ま
で
の
間
2
0

分
間
隔
で
発
車
）
。

▼
行
程
・
：
京
阪
宇
治
駅
前
↓
国
鉄

宇
治
駅
前
↓
白
川
共
同
製
茶
場
、

宇
治
緊
組
合
製
茶
工
場
―
白

川
茶
園
↓
白
山
神
社
↓
茶
業
研

究
所
↓
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
。

▼
参
加
券
・
・
・
お
と
な
千
二
百
円

（
前
売
り
千
円
）
、
子
ど
旦
〈
百

円
（
前
売
り
五
百
円
）
。

▼
参
加
募
集
人
数
・
：
二
千
人
。

参
加
券
（
バ
ス
、
新
茶
の
お
土

産
代
を
含
む
）
は
、
観
光
セ
ン
タ

ー
、
観
光
案
内
所
、
京
阪
交
通
社

2
9
日
脚

2
8
日
側

2
5
日
吻

2
4
日
俐

2
3
日
團

2
2
日
ｇ

1
8
日
６

1
7
日
困

1
5
日
叫

1
4
日
興

1
1
日
６

1
0
日
閑

9
日
出

8
日
出

2
日
出

1
日
叫
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

開
宇
治
野
神
白
川
遊
田
蔭
山
棋
島
平
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西
大
久
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駐
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開
ー
公
民
分
館
前

宇
治
市
公
民
館
前

池
な
ら
商
店
向
か
い
側

茶
研
登
り
ロ

遊
田
三
角
公
園

ユ
ニ
チ
カ
蔭
山
社
宅

南
落
八
日
記
の
通
り
Ｑ
木
グ
レ
ー
‥
／

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
枚

旦
椋
公
会
堂
前

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

宇
冶
市
公
民
館
前

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
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明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
園
横

駐
車
場
所

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）

5／117伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前218までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）
棋・島町（全域）321小倉町（近鉄以東の新田島）

宇洽（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留．御蔵山、畑山田．御園、陣ノ422内、赤塚．花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島．西中、内畑、大瀬戸、西浦、

723中村、南山畑、南山．南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木≪（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

824原ヽ壇ノ東ヽ寺界道ヽ野添．大林ヽ梅林ヽ西浦．新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）925明星町（全域）

志津川（全域）宇洽（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻．小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法．東山．下居、琵琶、野神、弐番、

1026池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）．

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）1128神明（全域）

宇治（蛇塚．大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町ぐ小ｍｍ一部）

開町（国道筋を除く全域）1229広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

1430大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ．大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、・蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）1531開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏・派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、日ｉｔｓ、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

宇治（半白）
166／1劣兵Ｕ昌訂゛゛Ｊ°゛ヽ゛）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛ＩＳ）

し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

123北畠、桧尾．須笛、平尾
224ィヒ飼、亦塚、陣ｚ．内国鉄以東）、ｍ園，ｍｍ山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部
425北ｍｍ山（平尾）、中御蔵山、町並、奈艮町、畑町、炭山全域

726正中（国鉄以酉）、西中一部、東中（国鉄以西）、陳之内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町、北島

628内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦熊小路、南端（国鉄以西）
り29大林、梅林、＾ノ東（国鉄以西）．丙浦―茄

1131寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部梅林官有地大林一部
126／1西ｍ一部、新開、半野府営住宅、折坂一部
146／2福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
156／4軍田一部、半町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）

16車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
17福角（国鉄以東タ、折坂（国鉄以東）、平野．一番割、二番割、三番割一部

18西浦（国鉄以東）、゛番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
19之ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
21南山（Ｂ）、金草原

22南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）東巾（国鉄以東）ｉ＼－畠一部
18笠取

白川・志津川・菟道・宇 台・神明・広野町・開町・大久保町地域

123小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、224壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

425下居、着法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
726蓮華、乙万、東内、又振、山田、紅斎、白川．金井斤ｌ、山本、荒棋、田中、大垣内妙Ｍ．．志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前．只川、中筋、828池山．谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

18田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

9北ノ山．山ノ内ヽ上ノ山ヽ大竹ヽ茶屋裏ヽ久保ヽ南ノロ‾部ヽ西裏．寺山（国鉄以西）ヽ1寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一邱、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、21石塚（心華寺通り以西）

22東畏．一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、官北一部

つ

な

あ

務

）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、123神楽田（山中含む）

224戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若ｍｍ鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
425東目川、西目川、南落合（Ｏ～3の通りまで）

726南落合（4の通り以降～13の通りまで）
828南浦（100～110、84～Ｓ、30～33）、大京団地、山際一部
929南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白．薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口．幡貫、1030郡、石橋（大川原線以東）

1131老・ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、126／1十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）．十八（国道以東）

146／2寺内、西浦

156／4南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
16南堀池（大和4田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、17中ノ田、名木、浮面、安，田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑．春日森、－ノ坪、島前、18．大町、大川原、巾川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

19巾山Ｇ斤鉄以西）毛語若林

21羽拍子町
22蛇塚、弐番府ｍ以北）、池森、米阪

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どでし尿収集届出に異動があ

ったときは。市役所清掃事務

所へ届け出てください。

（城南衛生管理組合）

320
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月

分
)

5月の燃えないゴミ・し尿収集日程表


	page1
	page2
	page3
	page4

